








＊平成 24 年 7 月 24 日、「北海道立文書館」閲覧室宮崎氏より受領 

（簿書 1520－収録件名簿 108－件名 65） 

 

件名：東京府下平民大倉幸三郎開拓使御用懸申付ノ件 

年月日：明治 7 年 4 月 25 日 

資料名：任解文移録 明治 7 年 1 月 

主務者名：開拓使東京出張所庶務課 

本文： 第 725 号 

    東京府 開拓判官 御中 

    其府下平民大倉幸三郎昨二四日當使御用懸申付候条此段為御心得及御達候也 

 

本文を訳すと、「東京府在住の平民 大倉幸三郎、昨日 24 日に当開拓使の御用掛を申付けるので心得ておくよ

う達する。」といったようなことでしょうか。 

 

 下の参考欄に記したように、他の平民には住所があり出頭を指示していることを考えれば、幸三郎はすでに東

京府の仕事、例えば東京府の船に乗船していたのではないでしょうか。ちなみに、海上自衛隊艦艇乗員の住所は

所属総監部であり国勢調査では独身者は船員？既婚者は母子家庭で登録です。 

 

参考 新潟懸 開拓判官 御中「新潟県士族：・・・当使江採用・・・」 

   東京府 開拓判官 御中「東京府士族：・・・当使御用懸申付・・・」 

   東京府 開拓判官 御中「東京府下平民「住所」居住：・・・当使へ採用・・・礼服着用当使へ出頭候・・・」 

   欄外         「府下平民「住所」居住：・・・御採用・・・御使エ出頭・・・」 


